
社会体育施設等の
地域スポーツ活動拠点化セミナー

～スポーツの社会的価値（プラスα）の視点から～
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国立競技場運営事業モニタリング有識者
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スポーツ×個人・地域＝〇〇

スポーツから波及する

イイこと（活力・ダイナミズム）は何か？

3
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スポーツの社会・経済価値（Taylor et al., 2015）

• ポジティブな価値：

①身体的健康：身体活動量の増加、肥満の解消、運動不足、喫煙、飲酒、
 大気汚染等に誘発されるがん・糖尿病・循環器疾患・呼吸器疾患等

②精神的健康：自己効力感、生活の質、幸福、社会的スキル等の向上

   

③経済効果：GDP、雇用、生産性、ツーリズムやイベントなどの経済効果

   

④コミュニティの発展：社会的包摂、ボランティア、向社会的行動の現象等
4
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スポーツ×身体的健康

5

リスク減
•虚血性心疾患／心筋梗塞 30%

•2型糖尿病 10% 

•乳がん 20% 

•結腸癌 24% 

•認知症 30% 

•うつ病 30% 

•腰痛 25% 

•大腿骨近位部骨折 52% 

•GP（開業医）の利用減少、
心理療法の利用減少 14.1%

週１５０分以上中程度（3 METs）の身体活動
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スポーツ×精神的健康

• スポーツと開催地域住民の幸福度の関係性 (n=610)

6

自治体×研究機関（大学）

Oshimi et al., （2023）
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スポーツ×経済的効果

7

６８億円の黒字計上



© OSHIMI

スポーツの社会・経済価値（Taylor et al., 2015）

• ポジティブな価値：

①身体的健康：身体活動量の増加、肥満の解消、運動不足、喫煙、飲酒、
 大気汚染等に誘発されるがん・糖尿病・循環器疾患・呼吸器疾患等

②精神的健康：自己効力感、生活の質、幸福、社会的スキル等の向上

   

③経済効果：GDP、雇用、生産性、ツーリズムやイベントなどの経済効果

   

④コミュニティの発展：社会的包摂、ボランティア、向社会的行動の現象等
8
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スポーツイベントの価値(Mair et al., 2023)

9
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107本の
学術論文を集約

住民間の結束、
シビックプライド醸成

ダイバーシティ＆
インクルージョン

住民の健康維持・
向上

官民ネットワーク
の構築

デスティネーション
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将来の災害対策

施設・インフラ整備
  アクセスブルツーリズムの推進
  ユニバーサルデザイン、バリアフ
リー等

人口拡大とスキル向上



© OSHIMI

さらなる問い

スポーツ×個人・地域＝〇〇

ヒトや地域をどう動かしていくのか？

10
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スポーツ×地域活性化の３つの鍵

11

マーケティング

【内発的】

楽しさ
エンタメ

【外発的】

手段として
のスポーツ

見える化
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Key words
楽しさ・エンタメ

スポーツ愛好者だけ        ⇨×
ライト層/非愛好者にも    ⇨○



© OSHIMI

スポーツ×エンタテインメントの可能性

• 楽しさこそが、最も人の行動を促すドライバーである
(Madrigal et al., 2006; Ryan & Deci, 1985)

• スポーツエンターテインメントの命題

「楽しさを最大化し、退屈を最小化する」

どうやって楽しさを生み出すの？

13
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EDEN PARK: スポーツ×エンタメ×文化

14

✓ゴルフ
✓宿泊
✓パーティー
✓屋根に上る
✓文化との融合 etc.

スタジアムで、、、
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Key words
手段としてのスポーツ

スポーツを通じて、、、

✓友達・仲間を作りたい／増やしたい
✓孤独を解消したい
✓人を集めたい・コミュニティを再生したい
✓健康的なライフスタイルを得たい

etc…
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するスポーツの動機（Crossman et al., 2024）

• 91本の学術研究(1983-2023) まとめ
– 北米（約50%）、ヨーロッパ（25%）、オセアニア（13%）、アジア（8%）

– 計48,694人の成人（平均年齢約43歳）、主に中年層・男性

• セグメントによる違い
– 高齢者 ⇨ 健康目的 v.s. 若～中年 ⇨ 競争や自己達成

– 女性     ⇨ 楽しさ・社会的つながり v.s. 男性 ⇨ 健康・競争

• 共通点

– 「楽しさ（enjoyment）」が参加継続の鍵 17

促進要因（facilitators） 阻害要因(constrains)

健康改善 怪我・病気

楽しさ・充実感 家族や仕事の都合、時間不足

体力向上、心理的健康、達成感、仲間づくり 経済的負担、交通や施設へのアクセス不足

家族・友人の支援、社会的つながり 仲間や家族の不参加、社会的ステレオタイプ

柔軟な
参加

費用節約

スキル習得・
自己効力感

周囲の協力・
励まし

工夫要因
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するスポーツの動機（オーストラリア）

動機（Motivation） 特徴

楽しさ・面白さ スポーツクラブ ＞ フィットネスセンター

パフォーマンス向上・競技性 スポーツクラブ ＞ フィットネスセンター

身体的健康・体力・柔軟性維持 スポーツクラブ ＜ フィットネスセンター

精神的健康・ストレス解消 スポーツクラブ ＜ フィットネスセンター

達成感 スポーツクラブ ＞ フィットネスセンター

社会的交流（仲間づくり・つながり） スポーツクラブ ＞ フィットネスセンター

友人と一緒に活動するため スポーツクラブ ＞ フィットネスセンター

手本となる・他者を巻き込む スポーツクラブ ＞ フィットネスセンター

新しいスキルを習得するため スポーツクラブ ＞ フィットネスセンター

体重管理・シェイプアップ スポーツクラブ ＜ フィットネスセンター
18

調査対象：4,509人（スポーツクラブ参加者 v.s. フィットネスセンター利用者）
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スポーツ×個人・地域＝〇〇

何が生まれる？
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スポーツ×コミュニティ形成

• 社会関係資本の強化/孤独の解消

– Park run UK（5km）

–毎週末（1200箇所以上）開催・ボランティア運営

20
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スポーツ×コミュニティ形成

21

・2027年完成予定

アイデンティティ（3つの柱）
①多様なコミュニティ形成
②スポーツ／エンタメ振興
➂地域の子供向け無料プログラム

・2500住宅（低所得（労働者）・高齢者向け）
・ホテル／小学校の整備
・地域住民（マイノリティ含む）を巻き込んだ合意形成
→ワークショップの開催、戸別訪問 etc…https://www.newyorkcityfc.com/stadiumgallery
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スポーツ×地域愛着の醸成

22

• 持続可能なノン・メガイベント

– ソーシャルキャピタル／地域愛着の醸成
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スポーツ×地域ブランディング

• ユニークなイベント（ブランディング）

–地域資源・文化を楽しめるプラットフォーム

–地域密着型スポーツチームとの連携

23
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活動拠点・発着地点としてのスポーツ・レジャー施設

24
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スポーツ×個人・地域＝〇〇

政策的援助とエビデンスの「見える化」
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スポーツ参加促進の行政支援

26

オーストラリア
年間100オーストラリアドル

アイスランド
年間75,000アイスランドクローナ
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学術的エビデンス (バウチャー効果検証)

方法

• 対象：12〜15歳の生徒

• 期間：2020年（導入初年度）と2021年（2年目）

• 比較：YES Card 導入校（n=246） vs 非導入校（n=1596）

• 指標：

– 非スポーツ型放課後活動（音楽・美術・ダンス等）への参加率

– スポーツ活動（クラブ・チームでの練習・試合）への参加率

結果

• 非スポーツ活動：YES Card群は2年目に参加率が約2.5倍

• スポーツ活動：YES Card群は2年目に約2倍

• 経済的に「厳しい」と回答した家庭の子ども⇨参加率の伸び顕著

27

米国（ケンタッキー州）
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学術的エビデンス (一般利用 v.s. プログラム処方)

• 英国地域スポーツ施設と運動プログラムのSROI

28

一般参加
•総投入コスト：£18.0m（£15.1mは利用者支出、£2.9mは自治体補助）
•アウトカムの総価値：£21.7m

• 主観的ウェルビーイング：£15.9m（全体の73%）
• 健康関連：£4.7m（特に認知症予防効果が大きい）
• 教育：£1.1m
• 犯罪抑止：£0.03m

•SROI：1.20（投資1ポンドあたり1.20ポンドの社会的価値）

PARS（運動処方プログラム）
•投入コスト：£76k
•参加者数：1,224名（完了者47%）
•アウトカムの価値：£260k

• 個人の健康・幸福・自信・人間関係の改善：£140k
• 医療費削減効果：£120k

•SROI：3.42（投資1ポンドあたり3.42ポンドの社会的価値）
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学術的エビデンス (非実施者へのアプローチ)

方法

• 対象：運動無関心・非活動的成人

• 調査：インタビュー調査

• 指標：アプリの設計・運動の障壁と促進要因

結果

29

オランダ・オーストラリア

促進要因（facilitators） 阻害要因(constrains)

利便性 ゲーミフィケーション 身体的制約、怪我への恐怖

目的のある活動 達成感・健康実感 加齢による出来ないという認識

適切なリマインダー 意味ある報酬 知識不足

周囲の規範 習慣化

「手軽さ・個別化・ポジティブ体験」
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茨城県鹿島市

30
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まとめ

• ハードウェアだけでは不十分

–ニーズに合わせたプログラム、地域参画、ステークホルダーとの
パートナーシップといった「ソフトウェア」

• ハイブリッド利用が鍵

–スポーツ、エンタメ、ビジネス、そして日常生活（地域）が重なり合う場

• スポーツ施設の有効性の検証

–エビデンスの蓄積⇨行政支援の根拠に繋げる
31

「スポーツが」～「スポーツも」へ
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ご清聴ありがとうございました

oshimidaichi@gmail.com

32

研究室公式HP
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